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���感染は免疫応答を起こしにくく, 再感染
も起こり得ると一般的には認識されている )!)")｡
#$%を治療し���がどのように消失してゆき,

また再感染はいかに生じるのか非常に興味深い｡
今回我々は#$%治療前後の���の型別分類を
用い, 尚その後の経過を最長&年にわたり観察し
たので報告する｡
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���の検出は �#'法を用いて型別分類を当
院検査科にて行ったが, 一部経過観察を ���(
)%*法 (ハイブリッドキャプチャーⅡ) にて行っ
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#$%に対しレーザー蒸散, 円錐切除が広く施行されているが, 今回我々は治療前後の
���型別診断を行い, ���消失までの経緯, 消失後の再感染の状態などにつき検討し
た｡ 治療により, 治療前の���は治療前に���が検出されなかった?例を除いた0"例
中0 例 (=>@"％) で陰性化したが, 治療早期 (A～?ヶ月以内) に陰性化する症例も多い
一方, 陰性化に数ヶ月かかる症例もみられた｡ 治療前の���が陰性化した後,  <B!=
(7!@ ％) は陰性を持続したが,   B!=(";@=％) の患者で���が再陽性となった｡ 再陽
性となった内訳は, 治療前と違う型がC例, 型別不明が?例で, 治療前と同型の���の
再発はA例のみ認められた｡ これらの事より, #$%治療により治療前の���が消失した
患者は同型の���感染が非常に起こりにくい状態になっていることと, 治療後早期に
���が完全に消失していなくとも, 治療後は���感染細胞を徐々に排除してゆく, 何
らかの機序が働いているものと考えられた｡


